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1．はじめに（石油業界の基本的認識）

1

石油安定供給に係る内航海運業界並びに政府のご協力に感謝申し上げます。

内航輸送は石油安定供給の要であり、引き続きご協力をお願い致します。

船員の働き方改革への対応、船員の高齢化と若年層船員の定着率低下に伴う船員不足に
より、内航輸送能力が低下傾向にあることを懸念。内航安定輸送の維持には、人手確保
が不可欠。

人手確保のためには、労働環境と生産性の改善が必要と認識。

石油業界は、法令を遵守しつつ、内航海運事業者様との対話に真摯に対応し、内航海運
の安定輸送に資する検討を進める所存。
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2．内航輸送の効率化に資する改善事例

①自動荷役システム搭載船による荷役監視業務の緩和
⇒自動荷役システム搭載船での甲板上での実液面常時監視の緩和※についてテスト運用実施。最大

で荷役時間の70%を室内待機（休憩）等に充当。
※オーバーフロー等に備えた船員の目視によるタンク監視を、自動荷役システムによる積み揚げにおけるタンク
の切り替え時のみとして、他の時間は休憩等に充当することを可とした。

②船舶（2,000KLクラス以下）燃料のA重油への専焼化による清掃負担軽減
⇒船舶燃料を適合油（C重油）からA重油に専焼化することで、ストレーナー（濾過装置）清掃頻

度を減らし、船員の作業負担軽減（清掃時間20～40時間/月削減）。

(1)船員の作業負担軽減

③船食デリバリーサービスによる司厨長・船員の労働負荷軽減
⇒運航会社手配の外部デリバリー委託業者に対してセキュリティを両立させつつ入構を許可する
ことで、バース付近までの食料配達を可能として、司厨長や船員の外に買い出しに行く手間を
削減。



3

ゲートラダー®※設置の省エネ船リプレイスに係る運航会社との合意
⇒ゲートラダー®設置船舶への更新および傭船を運航会社と合意。

※プロペラ両側に取り付けて（通常の舵はプロペラ後方に取り付け）、船の省エネ性能を向上させる特殊形状の舵。

(3)省エネ推進の取組

2．内航輸送の効率化に資する改善事例

(2)他社との協力による船腹確保・輸送効率化

①他石油元売会社との合積み
⇒他社で装置トラブルが発生した際の支援として他社に自社製品を販売した際、自社船舶に
当該社の基地向けの製品と近隣の自社基地向け製品を積み合わせて輸送（通常は販売先が船を
手配して引き取り）。

②他石油元売会社への自社専航船の貸し出し
⇒他社専航船にトラブルが発生した場合に、自社専航船を貸し出し。

(4)安全運航への取組

AR（拡張現実）ナビゲーションシステム※の導入による安全運航の向上
⇒一部専航船においてARナビゲーションシステムの搭載を合意。

※船橋からのカメラ映像に、航行に必要な情報を重畳表示。悪天候時や夜間など目視確認がしづらい状況における
操船・見張りのサポートを行う。
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3．今後の石油需要の見込み

石油需要は、今後も減少傾向で推移見込み。

（出所）第9回 総合資源エネルギー調査会 資源・燃料分
科会 石油・天然ガス小委員会 石油市場動向調
査ワーキンググループ資料（2023年3月31日）
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4．内航安定輸送に係る政府への要望事項

内航安定輸送の重要課題である船員不足対策の推進をお願い致します。

内航輸送の一層の効率化、脱炭素化に向けた技術開発や導入等に係る支援をお願い致し
ます。

以上


